
 

 

 

学校適正規模・適正配置等の流れ 

時 期 内 容 

令和 7 年迄 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8 年～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 9 年 以降 

 

● ワーキンググループの設置・検討開始（教育委員会事務局内の係長級以上で構成） 

↓ 

● 庁内プロジェクトチームの設置・検討開始（全庁の関係部長級職員で構成） 

↓ 

● 学校適正規模・適正配置等審議会の設置・協議開始（委員 20 名、R7 年 1 月に答申書を提出） 

↓ 

● 答申書をもとに各地区へ周知・意見交換会等を開催 

↓ 

● 答申書をもとに基本方針（案）を公表（パブリックコメント実施） 

↓ 

● 基本方針を策定（パブリックコメントを受けて修正等も検討） 

↓ 

● 基本方針をもとに各地区で説明会を開催（基本方針説明会とし、必要に応じて実施） 

↓ 

● 答申書を元に基本計画（案）を公表（パブリックコメント実施） 

↓ 

● 基本計画を策定（パブリックコメントを受けて修正等も検討） 

↓ 

● 基本計画をもとに各地区で具体的な説明を開始（基本計画説明会） 

（地域説明会、質疑応答、意見聴取、具体的な検討に向けての合意形成を目指す。） 

↓ 

●（仮称）地元協議会を設置 

（検討に向けた同意が得られた時点で設置。小・中学校を有する対象地域ごとに組織し、統廃合の是非を

協議。） 

↓ 

●（仮称）準備委員会を設置 

（統廃合を前提とした同意が得られた時点で設置。統廃合の対象となる複数の学校や地域全体を一体として組

織し、統廃合に必要な具体的事項を協議） 

↓ 

● 関係条例等の改正 

（統廃合に必要な条例・規則等の改正） 

↓ 

● 統合実施 

（開校・旧校の閉校、記念行事等の開催等。） 

＜備考＞ 

※ 都度、市民への周知、議会報告、庁議での報告・協力依頼を実施。 

※ 適宜、庁内プロジェクトチームの設置を検討。 

 

資料２ 


